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■リニア中央新幹線建設促進飯伊地区期成同盟会及び三遠南信道路建設促進南信地域期成

同盟会の総会を合同で開催しました！ 

令和 7年２月７日（金）シルクホテル（飯田市）において、リニア中央新幹線建設促進飯伊地

区期成同盟会及び三遠南信道路建設促進南信地域期成同盟会の総会を合同で開催しました。 

総会では「リニア中央新幹線の県内工事の工期厳守、東京・名古屋間の開業時期の明確化及び

早期開業」と「青崩峠トンネル（仮称）開通時期の早期提示及び三遠南信自動車道の早期全線開

通」をめざすことを決議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「木曽地域リニア活用推進協議会」発足！ 

令和 7年 3月 3日（月）木曽合同庁舎講堂において、リニア中央新幹線の整備を木曽地域全体

の地域振興に波及させるための研究・検討を目的として、木曽地域リニア活用推進協議会が発足

しました。木曽地域振興局長を座長に据え、県のほか木曽郡６町村、商工会、観光協会などが構

成員となり、阿部知事は顧問として関与していただきます。 

本協議会は、「観光・交流」、「生活交流・しごと」、「交通ネットワーク」の 3つの専門部

会を設け、まずはリニア駅（岐阜県駅・長野県駅＝ともに仮称）を活用した観光地域づくりの検

討を進めてまいります。 
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■「リニアでつながるまちフェア」が開催されました！ 

令和 7年 3月 17日（月）、18日（火）、19日（水）、名古屋駅中央コンコースイベントス

ペースでＪＲ東海が「リニアでつながるまちフェア」を開催しました。イベントには品川―名古

屋間の自治体がブースを出展し、観光地等のＰＲをしました。 

長野県からは、17日に飯田市・駒ヶ根市・豊丘村、18日に長野県・中川村・大鹿村、19日に

伊那市・松川町・阿智村・喬木村・南木曽町の 11団体が出展しました。イベントを通じて地域の

魅力を多くの方々に発信することが出来ました。 

 

【ＪＲ東海ＨＰ リニアでつながるまちポータルサイト】 

 URL:https://market.jr-central.co.jp/lineartown/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■県内で 3 例目！森林（もり）の里親協定を締結しました！ 

令和７年２月 10日（月）にＪＲ東海及び飯田市、飯伊森林組合が南アルプスの自然環境の保全

をより一層推進するため、森林（もり）の里親（南アルプス 育み（はぐくみ）の森 in飯田市）

基本協定書を締結しました。 

飯田市南信濃八重河内 遠山中学校学友林

（17.01ha）について、飯田市が森林所有者

として立ち入り・作業の実施及び資源の利用

を承諾し、飯伊森林組合が森林整備を実施し

ます。ＪＲ東海は飯伊森林組合が取り組む森

林整備に必要な支援をします。協定期間は

2025年 2月 10日から 2030年 3月 31日

までとなっています。 

 

 

【長野県信州の木活用課 HP（森林（もり）の里親協定）】 

URL: https://www.pref.nagano.lg.jp/ringyo/sangyo/ringyo/seibi/satooya/index.html 

 

 

森林（もり）の里親協定 締結式 

イベントスペースでの PRの様子 
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■「住みたい田舎ベストランキング」が発表されました！ 

月刊誌「田舎暮らしの本」（宝島社）が読者アンケートの結果をまとめた 2025年版「住みた

い田舎ベストランキング」で、伊那谷・木曽谷地域から飯田市、宮田村、木曽町が上位 3位以内

に入りました。総合部門、若者世代・単身者部門、子育て世代部門、シニア世代部門の 4部門あ

り、飯田市が人口 5万人以上 10万人未満のまちで若者世代・単身者部門で 1位になるなど 3部

門で上位に入りました。人口 5千人以上 10万人未満のまちでは、宮田村が 3部門、木曽町は 4

部門すべてに入り、うち 3部門で 1位になりました。 

※「住みたい田舎ベストランキング」は移住定住の促進に積極的な市町村を対象に、移住支援策、医

療、子育て、自然環境、就労支援、移住者数などを含む 314項目のアンケートを実施し、得られた

547の市町村の回答を、田舎暮らしの魅力を数値化しランキングにしています。 

 

※宝島社『田舎暮らしの本』２月号「2025年版 第 13回 住みたい田舎ベストランキング」 

●人口５万人以上 10万人未満のまち 

総合部門 若者世代・単身者世代部門 子育て世代部門 シニア世代部門 

① 大分県宇佐市 ① 長野県飯田市 ① 大分県宇佐市 ① 大分県宇佐市 

② 福島県南相馬市 ② 福島県南相馬市 ② 長野県飯田市 ② 宮城県栗原市 

③ 長野県飯田市 ③ 大分県宇佐市 ③ 福島県南相馬市 ③ 大分県日田市 

 

●人口 5千人以上 1万人未満のまち 

総合部門 若者世代・単身者世代部門 子育て世代部門 シニア世代部門 

① 長野県松川村 ① 長野県木曽町 ① 長野県木曽町 ① 長野県木曽町 

② 長野県宮田村 ② 群馬県嬬恋村 ② 長野県宮田村 ② 北海道美瑛町 

③ 長野県木曽町 ③ 長野県宮田村 ③ 新潟県阿賀町 ③ 長野県松川村 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県リニア整備推進局では、リニア中央新幹線開業に向け、気運の醸成を図るため、

資料などへ使用できる右のロゴマークを作成しました。 

今後、資料に貼付するなど積極的に使用していくほか、伊那谷リニアバレーNEWS

を読まれる皆様にも、使用していただきたいと思います。利用をご希望の場合、担当

までご連絡ください。（連絡先：026-235-7016） 
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